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1. はじめに

日曹・バスアミド散粒器（以下、散粒器）は、当
社が販売している日曹バスアミド微粒剤を安全に使
用することを目的に販売している製品です。
今回、バスアミド微粒剤を紹介すると共に本製品
の特長および組み立て方、使用方法について紹介し
ます。

2. バスアミド微粒剤について

バスアミド微粒剤は土壌処理剤として 1980 年に
非食用作物に登録されました。その後 1990 年に食
用作物分野へ登録拡大され、現在では多くの登録作
物があります。
今日の農業の大きな問題として連作障害があり、
その対策として土壌処理剤が栽培上不可欠になって
おりますが、バスアミド微粒剤はこの連作障害を防
ぎ、健全な作物を育てる総合土壌処理剤として、野
菜・果樹・花き・たばこ・芝などの土壌病原菌だけ
ではなく、センチュウや雑草の種子などにも高い効
果を示し、かつ刺激臭・毒性の心配の少ない使いや
すい薬剤です。
バスアミド微粒剤の有効成分であるダゾメット
は、通常の状態では安定していますが、ダゾメット
を土壌に処理すると、土壌水分により速やかに分解
して活性成分であるメチルイソチオシアネート（以
下、MITC）を生成して土壌中に拡散します。この
MITCが土壌中の病原菌やセンチュウならびに一年
生雑草の種子と接触することで優れた防除効果を発
揮します。
なお、MITCは、土壌中でガス化し主に上方に移
動しますが、下方・横方向へはほとんど移動しませ

ん。そのため、効果安定のためには均一な散布が重
要になります。

3. 日曹・バスアミド散粒器の特長について

①　‌�当社販売のバスアミド微粒剤 10 kg 製品を直
接取り付けるだけで散布できます。

②　‌�薬剤を袋から移し替える必要がないため、装
着の際には粉立ちがありません。

③　‌�短時間に均一散布ができるため、安定した効
果が期待できます。

日曹・バスアミド®散粒器について
®はKSTの登録商標です
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4. 日曹・バスアミド散粒器の組み立て方について

名称

組み立て方
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 10 の補足
ウエストベルトを締める際、特にショルダーバックルをきつく体にフィットするように締めます。 
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5. 日曹・バスアミド散粒器を使用した散布方法について

１の補足
自分の体に合わせパイプリードのひもとアジャストパイプの長さを調節し、散布するときは必ず透明樹脂部
分を握ります。 
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４の補足
ノズルを大きく半円を描くように振ること（遠心力）で袋内のバスアミドがスムーズに落下します。どうし
ても袋内に空気が入り落下しない場合は、袋の上部に穴を開けるとスムーズに落下します。



─ 61 ─ 農業新時代　第 3号　（2022）

込むことで、日曹・バスアミド散粒器と交換するこ
とができます。ふるってご応募ください。

9. おわりに

日曹・バスアミド散粒器の特長をご理解頂き、安
全にご使用いただくと共に、バスアミド微粒剤をよ
ろしくお願いいたします。

最新の登録情報、
キャンペーン応募チラシは
こちらから

https://www.nippon-soda.co.jp/nougyo/seihin/basamido.html

6. 散布量の目安

7. 使用上の注意事項

①散粒器に同梱されている取扱説明書をよく読ん
でご使用ください。
②本製品は当社販売のバスアミド微粒剤 10 kg 袋

専用に設計されているため、他社販売品や他の薬剤
には使用しないでください。
③使用後は、薬剤を取り除き保管してください。

8. バスアミド「安全使用キャンペーン」に
ついて

当社販売のバスアミド微粒剤側面に貼ってある応
募シールを必要点数集め、専用の応募用紙から申し


